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福島県内出土古墳時代金工遺物の研究

一箱内古墳群出土馬具・武具・装身具等、

真野古墳群A地区20号墳出土金銅製双魚偏の研究復元製作一

復元研究プロジェクトチーム

第園部 復元研究の目指すもの

〔1〕復元の企画

森 幸 彦

1福島県文化財センター白河館「まほろん」と研究復元製作

本報告は、平成13年7月、福島県白河市白坂の地に設立された福島県文化財センター白河館

(愛称「まほろん十以下「まほろん」と記載)の常設展示資料である西白河郡束村絹古墳群

出土資料と相馬郡鹿島町真野古墳群A地区20号墳出土金銅逼績嵐の復元製作過程を記録した

ものである。

「まほろん」は出土文化財を中心とする文化財の収蔵保管、文化財に関する教育普及(展示公

開、情報発信、体験学習等)、文化財調査の研修という3つの機能を備え、これらの業務に関す

る調査研究活動をも行う施設である。

館内には教育普及活動の一環として、収蔵資料を中心とした「常設展示室」がある。この常

設展示室を設計するに当たっては、専門的になりがちな考古資料の展示を可能な限りわかりや

すく、しかも文化財に親しんでもらうことを目的に構成していくことを標模し、平成9年度に

展示基本設計、 10年度に展示実施設計を作成した。この過程で、県有資料の中でも古墳時代の

金工資料(束村鯨肉古墳群出土遺物及び鹿島町真野20号墳出土金銅製双魚侃)を展示のひとつ

の目玉とする方針が出され、これらの資料の展示方法を検討することとなった。

写真1福島県文化財センター白河館「まほろ ん」 写真2 「まほろん」の常設展示室
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